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環境・計画
室内環境・熱
室内環境基準・機械換気方式・日射
光・色
音環境
学校
学校の運営方式・幼稚園・保育園
図書館・病院
集合住宅
特殊な集合住宅
事務所・劇場
美術館
ノーマライゼーション・バリアフリーなど
その他用語集
環境・計画
室内環境・熱
室内環境
乾球温度・・・・普通温度計で測ることのできる温度のこと。
湿球温度・・・・温度計の感温部にガーゼを付けて水滴をつけることにより、表面で水が蒸発し熱を奪う。
この時に、周囲の空気からの熱伝達と釣り合った状態の温度。
絶対湿度・・・・湿り空気の単位重量あたりに含む水蒸気量のこと。Kg/kg(DA)。
相対湿度・・・・湿り空気の水蒸気分圧と、その温度における飽和空気の水蒸気分圧との比を百分率で表したもの。
露点温度・・・・相対湿度が 100%（飽和状態）となる時の温度。
結露・・・・壁表面温度が空気の露点温度以下になった時に壁表面に水滴が生じる現象。
結露には表面結露と内部結露がある。内部結露は壁の内側で結露が起きる現象で室内側に防湿層を設けることで対策する。
温熱環境の 4 要素・・・・温度、湿度、気流、放射熱。これに代謝量（作業量）、着衣量を加えて 6 要素となる。
有効温度（ET）
温度・湿度・気流の組み合わせ。湿度 100%・静止空気の状態に等しい相当温度。
（快適さを表す指標）
新有効温度（ET*）
温度・湿度・気流・放射熱・代謝量（作業量）・着衣量。湿度 50%・静止空気。
作用温度（OT）
温度・平均放射温度（MRT）・周壁面の熱伝達率で求める。
平均放射温度（MRT）
温度・グローブ温度（温度の他に周囲からの放射熱の影響も含めた温度）・気流速
から求められる。
予 想 平 均 温 冷 感 申 告 温熱環境 4 要素に代謝量（作業量）・着衣量を加え算出し、温熱の感覚を数値化
（PMV）
したもの。
熱
熱伝導率・・・・ある物質においての構造体内部の熱の伝わりやすさを表す。W/M・K
熱伝達率・・・・流体（空気）と構造体表面での熱の伝わりやすさを表す。放射熱伝達と対流熱伝達がある。W/ ㎡・K
熱貫流率・・・・構造体両流体間での熱の伝わりやすさを表す。W/ ㎡・K
熱容量・・・・物体の温度を 1K 上げるのに必要な熱量。
比熱・・・・単位質量当たりの熱容量を考え、物質の種類による熱容量の
違いを表したもの。
容積比熱・・・1 ㎥の物体の温度を 1℃上昇させるのに必要な熱量。
構造体（固体）
流体
熱伝達
熱伝達
大きいほど温めるのにより多くの熱量を要す。
熱橋（ヒートブリッジ）・・外壁と内壁の間にある柱などが熱を伝える現象。
暖かい空気
冷却される 窓
コールドドラフト（現象）・・・・冬季の暖房時に室内空気が外壁面やガラス面で
冷やされ下降することによって生じる空気の流れのこと。またはその現象のこと。
下降する
コールドドラフト（現象）
環境・計画
室内環境基準・機械換気方式・日射
室内環境基準・・・・建築における衛生的環境の確保に関する法律。建築基準法施行令から。
建築物内にいる人の健康の保護と快適環境の維持のために、温度、湿度、気流、清浄度などに関して維持すべき基準を値で示し
たもの。中央管理方式の空調設備を設置する居室に適用される。
1、浮遊粉じんの量・・・・・・・ 空気 1 ㎥につき、0.15mg 以下
2、一酸化炭素の含有率・・・・・ 百万分の十（10ppm）以下
3、炭酸ガスの含有率・・・・・・ 百万分の千（1000ppm）以下
4、温度・・・・・・・・・・・・ ①17℃以上 28℃以下 ②居室の温度を外気の温度より低くする場合、その差を著しくしないこと
5. 相対湿度・・・・・・・・・・・40％以上 70％以下
6. 気流・・・・・・・・・・・・・1 秒間に 0.5m 以下
7. ホルムアルデヒドの量・・・・・空気 1 ㎥につき、0.1mg 以下
機械換気方式・・・・
第 1 種・・・・給気も排気も機械（換気扇など）換気。
第 2 種・・・・給気は機械換気。排気は自然換気。正圧になる。
第 3 種・・・・排気は自然換気。排気は機械換気。トイレなど。負圧になる。
機械
機械
機械
第1種
正圧
自然
自然
第2種
負圧
機械
第3種
必要換気量・・・・
室内環境基準の二酸化炭素濃度を保つためにはおよそ在室者 1 人あたり 25 ∼ 30 ㎡ /h の外気量が必要。
Q：換気量 K（ガス発生量㎥ /h）/Pa（ガス濃度許容値）-P0（外気に含まれるガス濃度）
日射について
日射量・・・・・・単位面積が単位時間に受ける熱量。W/ ㎡。
直達日射量・・・・直接地上に到達する日射量。赤外線も含む。
天空日射量・・・・大気中の水蒸気や粉塵などにより乱反射された後に地上に到達する日射量。
全天日射量・・・・直達日射量 + 天空日射量
直達日射量
大気透過率・・・・地表に届く直達日射の割合。
地表の直達日射量 ÷ 大気圏外での日射量。湿度の高い夏季では冬季より値は小さくなる。
水平面
太陽高度・・・・・・北緯 35 度付近では
春・秋分：約 54 度
夏至：約 78 度
南向きの鉛直壁面の日照時間・・・・ 春・秋分：12 時間
冬至：約 30 度
夏至：7 時間
冬至：9 時間
東・西面
昼光率・・・・全天空照度と室内のある点における照度の比。
南面
全天空照度・・・・直達日射を覗いた天空光（天空日射）での照度。
日照率・・・・可照時間 ÷ 日照時間
北面
春分
夏至
秋分
冬至
環境・計画
光・色
光・色
単位
輝度：cd/ ㎡
光度：cd 光束：m 照度：lx または lm/ ㎡
日射量：W/ ㎡
容積比熱：J/ ㎥・K
光の三原色・・・・赤・緑・青（R・G・B）
明度（高）
彩度（高）
色の三原色・・・・赤・青・黄。正確にはイエロー・シアン・マゼンタ。
マンセル表色系・・・色を定量的に表す体系である表色系の一つ。
色相・・・・色合いを示す。RYGBP と中間色相を加えた 10 色が基本となる。
明度・・・・色の明るさを示す。黒は 0、白は 10。
彩度・・・・色の鮮やかさが増えるほど大きくなる。無彩色が 0、最大は 14 程度。
補色・・・・色相環で正反対に位置する関係の色の組み合わせ。
色温度・・・・照明用光源の色合いを示す尺度の一つで単位は K（ケルビン）。赤っぽいものほど低く、青白いものほど高くなる。
色温度の低い光源ほど暖かく、高くなるほど冷たい印象を与える。
色の面積効果・・・・同じ色でも、面積の大きさによって明るく見えたり、暗く見えたりする現象。
面積が大きくなると、明度・彩度ともに高くなる。
色の対比効果・・・・色が他の色の影響によって、普段と違う見え方をする現象のこと。
①明度対比・・・・明度の高い色と低い色を同時に見ると、高い色はより明るく、低い色はより暗く見える。
②彩度対比・・・・彩度の高い色と低い色を同時に見ると、高い色はより鮮やかに、低い色はよりにぶく灰味がかって見える。
③色相対比・・・・色相の異なる色を同時に見ると、互いに補色になる色相に近づいて見える。
明視の 4 条件
※明視・・・・はっきり見えること
①明るさ ②大きさ ③対比 ④動き（時間）
※更にこれらに⑤色を加えて 5 条件となる。
明順応・・・・暗い所から急に明るい所に出たとき、明るさに慣れて物が見えるようになること。1 分程度。
暗順応・・・・暗い所ではじめは見えないが、目が慣れてしだいに物が見えるようになること。暗順応は慣れる時間が長く、
30 分程度で完全に慣れる。
均斉度・・・・事務室や教室のように室全体の明るさがなるべく均等であることが望まれるときの、室全体の照度の一様さを
示す指標。
均斉度＝最低照度 ÷ 最高照度
グレア・・・・不快感や物の見えづらさを生じさせるような まぶしさ のこと。
①不能グレア・・・・生理的に目の機能を損なうまぶしさ。
②減能グレア・・・・不能グレアよりも軽度。
③不快グレア・・・・心理的に不快感を起こすまぶしさ。
環境・計画
音環境
音環境
音の速さ =331.5+0.6t
人間の可聴範囲：20 ∼ 20000Hz
オクターブバンド・・・・
ある周波数を中心として上限と下限の周波数の比率がちょうど 1 オクターブになる周波数の幅のこと。
距離と音の強さ・・・・音源からの距離の 2 乗に反比例して小さくなる。距離が 2 倍になると約 6ｄB 小さくなる
音の合成・・・・2 つの音源が同じレベルにある場合は、約 3dB 増加する。差が 10dB 以上ある場合は小さい方の音源は無視出来る。
聴感補正・・・・人間の耳の感度に合わせた測定値を得るために得られる曲線を補正すること。
吸音率・・・・投射音のエネルギーに対して、吸収・透過した割合。高音は低音より吸収されやすい。
透過損失・・・・透過した音が投射音よりどのくらい弱まったかを音圧レベル（dB）で表したもの。
低音域より高温域のほうが大きくなる。
残響・・・・音源が停止した後でも音が残る現象のこと。
残響時間・・・音源が停止した後に、音のエネルギーが 60dB 減衰するまでにかかる時間のこと。
反響・・・・
音源から発生した音が壁などで反射し人の耳に届いた時に、直接音と反射音が 1/20 秒以上ずれて達すると、2 つの音として
聞こえる現象のこと。常温では反射音の伝わる距離と直接音の伝わる距離の差がおよそ 17m を超えると発生する。
効果
マスキング効果・・・・ある音が別の音の存在によって聞き取りにくくなる現象のこと。
カクテルパーティ効果・・・・周囲が騒がしい中でも、名前や着目する音だけが聞こえる現象のこと。
NC 値・・・・室内騒音を評価する指標の一つ。NC 値高→騒音が高音になるほど不快感やうるささが増大。
JIS Lr・・・・小さいほど、床衝撃音の遮断性能が高くなる
環境・計画
学校
学校
平面計画
①片廊下型・・・・
長所：通風、日照が得やすい。
短所：廊下の面積が多くなる。
①中廊下型・・・・
長所：通路部分の面積が少なくてすむ。
短所：向かい合う教室間の音や視線。廊下が暗く、室内の空気環境も悪くなりやすい。
②中廊下型
①片廊下型
教室
教室
教室
教室
教室
廊下
通風＆日照
教室
廊下
教室
教室
バッテリー型・・・・1950 年代、片廊下型の問題点を解消するために考案されたもので、2 つの教室が対になって一つのユニッ
トを構成するもの。教室と廊下の分離や両面採光などの特徴を持っている。
複合学区制・・・・通学者が、通う学校を地域内の複数の学校の中から選択できる制度で、近年我が国でも取り入れられる
ようになった。
自由校区制・・・・
固定した学校区制を設けず、地域内の様々な特色を持つ学校を自分の能力や適性に合わせて自由に選択する制度。
校舎の教室の配置形式
①フィンガープラン・・・・数教室を片廊下で結んで一つのブロックを形成したものを、更に別の廊下で結びつけ、手指の
形のように配置した形式のこと。
②クラスタープラン・・・・2 ∼ 4 教室程度のブロックを単位として、水平あるいは垂直に集めて、ぶどうの房（クラスター）
のように教室を配置した形式のこと。
学校建築図説明および設計大要・・・・1895 年に国が定めた学校建築の設計指針と標準設計のこと。
校舎の形式、配置、間取り、教室などが規定され、また、片廊下型が推奨された。
オープンスクール・・・・
児童生徒の個別的な学習を推進するために、学級や学年制を解体し、間仕切りのないオープンスペースを持った学校。
特別支援学校・・・・障碍者等が「幼稚園・小学校・中学校・高等学校に準じた教育を受けること」と「学習上又は生活上
の困難を克服し自立が図られること」を目的とした学校のこと。
履き替え方式
線履き替え方式・・・・昇降口で、下足用スペースと上足用スペースが明確に切り替えられている履き替え方式。
面履き替え方式・・・・正門と昇降口と運動場の位置関係によっては線履き替え方式では適切な動線を確保できないことが
ある。そうした場合などでは、上下足が混在するスペースを用意することで動線を処理する。
汚れが上足用スペースに持ち込まれないような工夫が必要となる。
環境・計画
学校の運営方式・幼稚園・保育園
学校の運営方式
方式
総合教室型
クラスルームまたはその周りで大
部分の学習・生活活動を行う
特別教室型
計画上の特徴と留意点
・生徒の居場所が安定する。
・校時にとらわれない弾力的な運営が可能。
・小学校低学年に適する。
・生徒の居場所が常に確保されているので安心感がある。
普通教科はク ラスル ームで行 ・特別教室を充実させるほど室利用率が下がる。
い、特別教科を専用の 設備や ・小学校高学年、中・高等学校向き。
教材を備えた特別教室で行う
教科教室型（Ｖ型）
全教科が専用の教室を持ち、生
徒が時間割に従って教室を移
動して授業を受ける方式
・各教科ごとに専門的な施設や設備を用意できる。
・室利用率が上がり、教室数が少なくてすむので共通学習スペースや生
活スペースの充実が可能
・クラスルームがなく、ホームルームを行う教室を割り当てる必要がある。
・中・高等学校に適する。
プラトーン型
・教室の利用率が高まる。
室を普通教室群と特別教室群 ・時間割編成を十分に検討する必要がある。
に分けて、一定時間内に教室
を交換させる方式
幼稚園と保育園の差異・・・・
行政の管轄が違う。幼稚園は文部科学省の教育施設で、保育園は厚生労働省の福祉施設である。
また、通うことができる年齢も違う。
幼稚園では 3 歳になった春から小学校入学前まで。保育園は 0 ∼ 1 歳児から小学校入学前までである。
環境・計画
図書館・病院
図書館
地域図書館・・・・地域住民への図書の貸し出しを主機能とする。
書庫の収蔵数・・・・開架式では 170 ∼ 180 冊 / ㎡。閉架式では 200 ∼ 250 冊 / ㎡程度。
出納システム・・・・主に以下の 4 方式。
①自由開架式：閲覧者が本を自ら書架から選び取り出して、そのままチェックを受けずに閲覧できる方式。
②安全開架式：閲覧者が本を自ら書架から選び取り出す事ができるが、閲覧スペースへの持ち出しにはチェックを受ける
必要がある方式。
③半開架式：書架はガラススクリーンで区切られ、閲覧者は直接書架から本を手に取ることはできないが、外から本のタ
イトルを読むことはできる方式。貸出記録の提出を必要とする。
④閉架式：閲覧者は直接書架に接することができす、目録などによって本を選び、館員に取り出してもらう。貸出記録の
提出を必要とする。
集密書架・・・・
収容能力を優先させた移動式書架で、ハンドルをまわして希望の本棚を開けるようにしている書架のこと。
レファレンスカウンター・・・・図書館の利用方法・資料に関する相談を受け付けているコーナーのこと。
ブラウジングコーナー・・・・新聞や雑誌などをゆっくりくつろぎながら閲覧できるコーナー。
ブックディテクションシステム（BDS）・・・・万引き防止システムと同じ仕組みで、貸出処理をしていない図書を持った
まま出入口に設置されたゲートを通ると警告音が鳴るシステムである。
病院
ICU・・・・重症患者に短期集中的な治療を施すための病棟。部門としては病棟部に属しているが、手術部とのつながり
が求められる。様々な医療機器と多数の人員が配置されるため 1 床当たりで 50 ㎡程度が求められる。
ナイチンゲール病棟・・・・300 ㎡を超えるワンルームに 15 床を 2 列に配置する病棟で、これが近代病院の出発点とし
て位置づけられている。ベッドを外壁に直角に配置し、ベッド間隔は 1.5m を確保して、その部分に縦長の窓を設けるこ
とにより療養環境を改善した。また、看護スタッフによる病棟全体の状況観察を容易にしたことが特徴である。
看護単位（NU：ナーシングユニット）・・・・
患者の一群を、何人かの看護スタッフがチームで世話をする単位のこと。日本の NU では 50 ∼ 60 床を入れることを要求
されることが多い。
環境・計画
集合住宅
集合住宅
平面形式
①片廊下型 ：
居住条件を均一にしやすい。廊下側のプライバシー性が損なわれやすい。
②中廊下型 ：
面積の有効性が高い。通風、採光、プライバシーが良好でない。
南北軸を持つことが多く、開口部が東西向きになりやすい。
③ツインコリダー型 ：
中央に吹き抜けを設け、それに面して並行する二列の廊下に住戸を配置する形式。
通風、採光は中廊下型の短所を改良している。
南北軸を持つことが多く、開口部が東西向きになりやすい。
④階段室型 ：
廊下を経由しないで階段室から直接各住戸にはいる形式。
玄関ドアのみが共用部分に面するため、プライバシーが保ちやすい。
両面に開口部を持つため、通風・採光が得やすい。
EV 台数が増えるため、高層化がしにくい。
⑤ポイントハウス ：
構造的に安定している・高層化に適している。
EV
各室
廊下
吹き抜け
②中廊下型
③ツインコリダー型
廊下
①片廊下型
④階段室型
断面形式
①フラット型 ：各住戸が一層で構成されている。
②メゾネット型 ：
各住戸が二層以上で構成されている。
フラット型に比べ共用部分の節約ができるが、専用面積が小さい住戸には適さない。
③スキップフロア型 ：廊下を 1 ∼ 2 階おきに設け、廊下のある階に EV を停止させ、廊下のない階へは階段を使ってアプロー
チする型。共用部分の面積を少なくできる。EV の利用効率は高くなるが各住戸への動線は長くなる。
51C 型・・・・1951 年に吉武泰水が提唱し、その後の公営住宅の原型となった。この住戸では西山夘三が提唱した食寝分離
を実現するためにダイニングキッチンが導入さた。また、子供の成長に伴う就寝分離を確実にするために、寝室間を
ではな
く壁で仕切った平面が提案されている。
この住戸平面は、いわゆる 2DK の原型となり、その後の nLDK という発想の出発点となった。
就寝分離・・・・家族の関係や性別、年齢などにより寝室を別にして就寝すること。
意義：夫婦のプライバシーの確保や子供の人格形成のため。
食寝分離・・・・
食事をする空間と就寝に使う空間を分けること。住生活が秩序だって能率よく行われることを目的としている。
スケルトンインフィル・・・・構造体が決まっており、平面プランや内装等は入居者の希望を取り入れて造る住宅。
準接地型・・・・
各住戸で 2 つのレベルにある開放廊下からアクセスするような計画。イギリスのソリントン・ガーデンズなど。
隣棟間隔・・・・南北方向に建築物が位置している場合、南側の建築物の日影が北側の建築物に届かないようにする壁面間の
距離のこと。
環境・計画
特殊な集合住宅
特殊な集合住宅
コレクティブハウス・・・・
各居住者が独立した生活を保ちながら、厨房や食堂を共有する方式で、高齢者住宅としても適している。
コーポラティブハウス・・・・
住宅建設希望者が集まって組合をつくり、各自の希望を考慮しながら設計し建設する方式。
計画から土地の取得、設計、工事の発注、管理に至るまで組合により運営される。
ハーフウェイハウス・・・・
医療施設での治療・訓練を終了した身体障害者や高齢者が、日常生活への復帰に向けて予備的な訓練を受ける施設。
ケアハウス・・・・
軽費老人ホームの一種で、高齢等の理由のために独立して生活を送ることに不安がある 60 歳以上の人が、低額な料金で、
豊かで安心した生活を送れるように設立された高齢者のための食事付きマンション。
グループホーム・・・・
比較的軽度の痴呆性高齢者が少人数で共同生活をしながら家庭的な介護サービスを受けるもので、入所者の能力に応じた
自律的な日常生活を送ることができる。
モビリティーハウス・・・・
車いす使用者等を対象に、通路幅の確保、段差の解消等の各種の条件を確保した住宅のこと。
環境・計画
事務所・劇場
事務所
レンタブル比・・・・事務所建築において、収益部分面積が総床面積に占める割合のこと。
通常は基準階で 70 ∼ 8５％が必要とされている。
コアシステム・・・・機械室・階段・EV などの共用施設を中央部にまとめ、居住区域を周囲に配置する方式。
コアプランのタイプ
①センターコア方式 ：
面積効率が高い。構造的にバランスが取れる。
事務室とコアの動線が短くなり、レンタブル比が有利になる。
二方向避難が難しい。高層・超高層向き。
②偏心（片寄）コア方式 ：
レンタブル比を高くすることができる。構造的にやや不利である。
二方向避難が難しい。低・中層向き。小規模な事務所など。
③ダブル（両端）コア方式 ：
二方向避難が容易。大空間をとることができる。
廊下部分が多くなりレンタブル比がやや下がる。中・高層向き。
④分離コア方式
：
騒音源となるコアが分離されており静かで事務室の独立性に優れる。
二方向避難が取りにくい。中・高層向き。
コア
①センターコア方式
②偏心（片寄）コア方式
③ダブル（両端）コア方式
④分離コア方式
事務室の床面積・・・・8 ∼ 12 ㎡ / 人
基準階・・・・高層建築などで、同一な平面を重ねる階。
柱割・・・・柱割は経済的スパンである 6 ∼ 8m。
フリーアクセスフロア・・・・
基礎となる床と増設した床の間で、自由に配線・配管できるように二重にした床のこと。
レイアウトの変更や機器の増設に対応しやすい。
机の配置・・・・1 人あたりの所要床面積。 同向き配列＞対向配列
タスク・アンビエント照明・・・・手元灯など補助照明で作業面（タスク領域）を直接照らし、その他の空間（アンビエント
領域）を全般照明にすることで、全般照明で必要な照度を確保するときに比べ、消費エネルギーが少なくなる。
ゾーニング・・・・EV の必要台数算定は、混雑する朝の出勤時を基準にし、20 階以上の建物では、階をいくつかのゾーンに
分けて、それぞれのゾーンに割り当てる。
劇場
①プロセニアムステージ ・・・・舞台と客席が別空間に設けられたもの。
②オープンステージ・・・・舞台と客席が同一空間にあるもの。
環境・計画
美術館
美術館
美術館の展示室・・・・展示室部分は延面積の 30 ∼ 50％程度。
展示室の巡回形式について
巡回形式には次の 3 つがある。
①接室順路形式・・・・一筆書き型ともいう。小規模展示向きである。
②廊下接続形式・・・・廊下によりそれぞれの各室を接続している形式。大規模展示向きである。
③ホール接続形式・・・・中央にホールを設け、これに各室が接続する形式。中規模展示向きである。
ホール
中庭
①接室順路形式
照明・・・・
②廊下接続形式
③ホール接続形式
照明は人工照明として、展示室の明るさは 300 ∼ 500lx 程度が必要 ( 日本画は 150 ∼ 300lx)。
人工照明の光源は、自然光に近い白色光とすることが望ましい。
ナトリウムランプは演色性が悪いため、展示室の光源としては不適である。
最近は人工照明と自然採光のバランスがとれた照明計画が望まれている。
自然採光の方式には、トップライト方式（頂光採光）とサイドライト方式（側光採光）がある。
また、自然採光は展示壁面の照度分布が均一になるように計画する。
美術館では南向き採光は不適である。
展示物と室全体の輝度比・・・・10：1 程度にすると目の疲労が少なくなる。
展示ケース・・・・展示ケースのガラスは青みを除去した無色の高透過ガラスを使用する。ガラスケースによる光の反射を防ぐ
ために、ガラス面を傾けるまたはケースの内部を明るくする。
環境・計画
ノーマライゼーション・バリアフリーなど
ノーマライゼーション・・・・
高齢者も若者も障碍者も健常者も、すべて人間として普通（ノーマル）の生活を送れるような社会が求められている中での
基本理念のこと。
バリアフリー・・・・
健常者には問題のない小さな段差などが意外な障壁となり、高齢者や身体障碍者の行動範囲を著しく制限してしまうことが
ある。そうした物的・心理的な障壁が取り除かれた状態をバリアフリーと呼ぶ。→ハートビル法
バリアフリーに関する主な 4 つの障壁
1、物理的な障壁・・・・道路の段差、乗降口や出入口の段差など、車いす使用者の通行を妨げる障害物など。
2、文化・情報的な障壁・・・・音声案内、字幕放送、手話通訳、点字、分かりやすい表示の欠如など。
3、制度的な障壁・・・・障害があることを理由に資格・免許等の付与を制限するなど。
4、意識的な障壁・・・・心ない言葉や視線、障害者を庇護されるべき存在としてとらえるなど。
ユニバーサル・デザイン・・・・
高齢者・身体障碍者対応という範囲を超えて、全ての人々にとって利用しやすいデザインを目指すという考え方のこと。
公共建築物等における高齢者や車椅子使用者などに配慮した計画
・車椅子使用者
廊下などの通路の幅・・・・120 ㎝以上。50m 以内ごとに 140 ㎝角以上の方向転換するためのスペースを設ける。
また、車椅子と人とのすれ違いのためには 120 ㎝以上、車椅子同士のすれ違いでは 180 ㎝以上の幅が必要。
通路などにおける段差は 2 ㎝以内にする。
車椅子が一回転するのに必要なスペースは 150 ㎝以上である。
階段・・・・原則 140 ㎝以上。踏み上げ 16 ㎝以下。踏面は 30 ㎝以上。蹴込は 2 ㎝以下とする。
また、手すりを設けその設置の高さは 75 ∼ 85 ㎝とする。
一戸建て住宅の階段の勾配・・・・6/7 以下とする。
スロープ・・・・
階段に「併設する」傾斜路の幅・・・・90 ㎝以上。 階段に「代わる」傾斜路の幅・・・・120 ㎝以上。
また、勾配は 1/12 以下とし、高さ 75 ㎝以内に、踏み幅 150 ㎝以上の踊り場を設ける。
駐車場の傾斜路の始まりと終わりは長さ 2.5 ∼ 6m 程度で本勾配の 1/2 程度の緩和勾配とする。
エレベーター・・・・かごは幅 140 ㎝、奥行き 135 ㎝以上とする。出入口は最低でも 80 ㎝以上の幅をとる。
トイレ・・・・200 ㎝角以上のスペースとする。
浴槽・・・・深さは 60 ㎝程度とする。
法規で定められている階段寸法
小学校の児童用
中学、高校など
住宅
階段・踊り場の幅
蹴上
踏面
140㎝以上
16㎝以下 26㎝以上
140㎝以上
18㎝以下 26㎝以上
75㎝以上
20㎝以下 24㎝以上
踊り場位置
高さ3m以内ごと
高さ4m以内ごと
環境・計画
その他用語集
差尺・・・・机の高さからいすの高さを差し引いた長さのこと。
女性の場合では 27 29cm、男性の場合では 28 30cm であると使いやすい机といすの組み合わせとなる。
黄金比・・・・約 1:1.618 の比率のこと。その神秘さや安定感などから、ギリシア時代から造形美を得るためによく用いられてきた。
モデュール・・・・建築の設計において基準として用いる単位寸法のこと。
SD 法・・・・対立する形容詞の対を用いて、商品や銘柄などの与える感情的なイメージを 5 または 7 段階の尺度により判定す
る方法。
モデュロール・・・・ル・コルビュジェによるモデュロールは「人体の寸法と数学の結合から生まれたものを測る道具」と呼
ばれ、手を挙げた人体を包絡する 2 倍正方形、人体各部の黄金比、身長 1829 ㎜等を基準として、フィボナッチ数列から導か
れた 2 つの尺度の体系である。
D/H・・・・街路空間の特性を評価する指標の一つであり、街路幅員 D と沿道建築物の高さ H の比である。
0.25 程度以下の場合は視野全体が建物の壁面になり強い圧迫感を感じる。2 程度になると天空率も大きく明るくなり、囲まれ
感はかなり弱くなる。
利用圏・・・・施設を利用する人々の居住範囲のこと。
利用圏は施設の特殊性が増すほど広域になり、交通条件によっても異なる。
生活圏・・・人が社会的存在として行動する範囲・地域のことで、日常生活とその延長（遠出しない余暇など）を営む空間で
ある。重要な要素として、他人との係わりが含まれる。
距離の与える心理効果・・・・ET ホールの分析。人間がもっている他人との距離に関する意識のこと。
①密接距離・・・他人の体と密着する。450mm まで。
②個体距離・・・小さな防護距離。1200mm まで。
③社会距離・・・支配の限界。相手に触れ難い距離。3700mm まで。
④公衆距離・・・相手と関わらずにすむ距離。3700mm 以上。
パーソナルスペース・・・・
人間個体の周りには目には見えないが、一種のなわばりがある大きさをもって広がるように形成されており、そのなわばりを
パーソナルスペースと呼ぶ。狭い部屋や込み合いでこのなわばりが侵されると不快を感じる。
ソシオフーガル・・・・体の向きのタイプに対応して、座席配置などの空間のタイプが分類できる。
ソシオフーガルとは人間同士の交流を妨げるようなデザインのこと。
ソシオペタル・・・・体の向きのタイプに対応して、座席配置などの空間のタイプが分類できる。
ソシオペタルトは人間同士の交流を活発にするデザインのこと。
アフォーダンス・・・・環境が動物に対して与える「意味」のこと。
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